
令和５年１２月１８日 

 

幼児施設・小学校・中学校の保護者の皆様 

 

飯 豊 町 教 育 委 員 会 

教育長 熊 野 昌 昭 

 

義務教育学校の設置及び校名について 

 

 日頃より、本町の教育行政につきまして、ご理解とご協力を賜り御礼申し上げます。 

さて、飯豊町が計画しています義務教育学校開校につきまして、今月１２日の飯豊町議会

にて「飯豊町立学校設置条例の一部改正」を審議いただき、可決、承認されました。これを受

けまして、５校ある小中学校が統合し、令和８年４月１日から義務教育学校になることが決

定しました。また、校名は「飯豊町立いいでの森学園」となりました。 

校名の募集にあたり、児童生徒、保護者の皆様には、ご家族でのご相談やご応募など、ご

協力いただきましたことに感謝申し上げます。 

校名応募に寄せられた新しい学校への期待と願いをしっかり受け止め、義務教育学校「い

いでの森学園」開校の準備をしっかり進めてまいります。 

 なお、校名決定の経緯と校名に込められた思いについては、下記のとおりですので、ぜひ

ご覧ください。 

ここまでの決定の過程におきましては、多くの皆様のお力添えをいただきました。重ねて

お礼を申し上げます。 

 

記 

 

１ 校名決定の経緯 

 

令和５年 

７月２０日～ 

８月２３日 

校名の募集 応募総数１６９、候補となる校名９８、集まる 

９月１４日 
開校準備委員会 

総務部会 

９８の校名から候補を５つに絞り込み 

①飯豊町立いいで学園（かな表記） 

②飯豊町立飯豊学園（漢字表記） 

③飯豊町立めざみ学園 

④飯豊町立いいでの森学園 

⑤飯豊町立いいでめざみ学園 

裏面へ 



 

 

 

２ 「飯豊町立いいでの森学園」校名に込める思い 

 （１）いいで 

  ・飯豊町の学校であり、飯豊町に生まれ育ったことに誇りを持ってほしいという

願いを込めたいと思います。 

・「いいで」のことばで、町唯一の学校であることを示したいと思います。 

・「飯豊」は読みにくいことも踏まえ、ひらがなの「いいで」で優しさとやわ 

らかさを表したいと思います。 

 

 （２）森 

  ・森という言葉が入った校名には、飯豊町の子ども達が町のシンボルである豊か

な自然、そしてその代表格である森に育まれながら健やかな成長を願うという

思いが込められています。 

  ・これからの時代を生きる子ども達には、環境との共生、特に森（自然）の恩恵

を享受して生きてほしいと強く願います。 

  ・森にはいろいろな木々と多様な植物があるように、一人一人の個性を生かして

学校を創っていきたいという思いを森に込めています。 

  ・ＳＤＧｓの基本理念である「誰一人として取り残さない社会の実現」と持続可

能なまちづくりをめざす飯豊町にとって、森（自然）は豊かな生活を測る指標

となります。子ども達には、豊かな環境の中で、自然に感謝し自然の一員とし

て生きてほしいと強く願うものです。 

 

  飯豊町の学校は、そんな子どもを育てたい、そのことをメッセージとして 

校名に込めています。 

 

   

９月２１日 開校準備委員会 

５つの校名から候補を３つに絞り込み 

①飯豊町立いいで（飯豊）学園（かな又は漢字表記） 

②飯豊町立いいでの森学園 

③飯豊町立いいでめざみ学園 

１０月 ２日 教育委員会 上記３つの校名を候補として承認 

１０月２６日 総合教育会議 校名の候補を「飯豊町立いいでの森学園」に決定 

１２月１２日 町議会 
飯豊町立学校設置条例の一部改正を可決・承認 

義務教育学校の設置と校名が正式決定 

担当：飯豊町教育委員会 教育総務課 学校教育振興室 

後藤・横山 TEL：0238-87-0519 E ﾒｰﾙ：i-gakkou@town.iide.yamagata.jp 


